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＜日本文要旨＞

本学に「養護教諭養成コース」が開設されたのが、平成11年度である。本年度は5年目に当たる。

養護教諭養成カリキュラムの改訂を数回行ったが、まだ、改善すべき点が指摘された。教育実習に行って、保

健学習指導を実践した学生からは、もっと教育実習における「実践的に役立つカリキュラムにしてほしい」とい

う要望があり、それに沿う形で「カリキュラムの改善」「事前指導」を行っている。

本研究では、論題で示したように、教育実習における「保健学習指導」実践力を中心にして、どのような学習

過程を構成したか、教材をどう選択し、順序づけたか、わからせるためにどのような学習活動が展開されたか、

三つの事例を分析的に検討した。教育実習は、学生にとって、教師の役割と自分の教育研究の方向を発見できた

ので、有効であった。

1．研究動機と研究仮説

（1）研究動機

平成11年度より「養護教諭の免許を取得できるコー

ス」が設定された。文部科学省の指定された養護教諭

養成の授業科目を設定して、型どおりの授業を行って

きた。養護教諭養成の実践的指導プログラムや開設授

業を、今後さらに充実させていくため、カリキュラム

検討中であるが、現状は今までの学生の要望を取り入

れつつ、養護教諭養成の授業及び養護教諭「教育実習」

事前事後指導を行っている。

短期大学という就学年限の最も短い大学での「養護

教諭養成」をどのように行っていったらよいか、最大

の悩みであり、指導の不安と戸惑いがあった。現実的

な課題は、短期大学の養護教諭養成において、保健室

での養護教諭としての役割と責任を持った学生を育成

しなければならないということであった。さらに、保

健に関する授業をつくるための「教材開発力」「教材

描成力」など実践的指導力を育成していかなければな

らないという課題も合わせ持っているのである。

以上のような問題状況の中で、短期大学における

｢養護教諭養成」のための「教育実習事前事後指導プ

ログラム」を策定し、実践的に展開することが焦眉の

急と考え、目下試行錯誤の真っ只中の実践途上の成果

の一端を提示し、多くの示唆を受けたいと考え、ここ

に問題提起と実践指導の事実を提示するものである。

本研究と関連する先行研究を「園寸国会図書館(N

DL-OPAC)」のデーターベースから「『養護教諭』

and『実践』」の二つのワードを含む論題名を大学

研究紀要及び学校保健に関する研究雑誌から抽出検索

した。抽出検索した論文は1996～2000年17件、2001～

今日まで30件、合計47件であった。その研究領域を分

類した結果は、表1の通りである。

表1で解ることは、圧倒的に養護教諭の実践指導

(ABCD)に関する事例研究が多いのである。

Aは、養護教諭の実践の場において、多様な「実践

事例の報告」である。例えば、次のようなことがらで

ある。

・教育相談

・保健室登校
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表1養護教諭の「実践力」に関する研究動向 味で使われていると理解される｣(4)と述べている。高

久氏のいう実践的指導力は、学校教育活動の全般にわ

たって子どもとのかかわり方、授業展開における技術

的活動と広義にとらえているのである。

土井進氏は教員の実践的指導力の構成する三要素と

して次のように提示している｡（5）

①子どもに寄り添う「人間力」

②子どもの学びを引き出す「教材開発力」

③子どもと教材を結んで学びを成立させる「授業組

織力」

土井氏の考えは、教育実践者を納得させられる概念

規定である、と考える。いずれにしても、「養護教諭

の専門性と力賦形成」のためには、「実践から学ぶ

こと｣(‘)である、と考える。なによりも実践的指導力

の中心は、「授業づくり」と「授業の進め方」である。

そのためには、教材研究と子ども研究（発達的特性)、

授業方法研究、評価研究等多面的、構造的に授業を吟

味することである。そしてその実践過程を分析しなが

ら授業づくりや教材づくりの適否、子どもの学びの様

態などを検証しなければならない。これが実践的指導

力形成の基本である、と考え、本研究に取り組んでい

るところである。

（3）研究の立場

我々の研究は、先行研究のいずれにおいても検討さ

れていないものである。

本研究は、養護教諭の資格取得する学生が教育実習

に行った際、「保健学習指導」が課せられ、苦労しな

がら教材研究、学習活動工夫のなど大学の授業では、

味わい知ることのできないことを体全体を駆使して、

自己の最高の知力と努力によって達成体験するのであ

る。

本学では、養護教諭養成におけて、実践的指導力形

成を図るために「教育実習事前事後指導プログラム」

を策定して、きめこまかな指導を行ってきた。

本研究は、その実践指導過程のうち、次の三つの実

践的活動場面を取り上げ、解析検討するのものである。

1)1年の事前指導における先輩(2年）の「保健

学習指導実践例」を聞いた学生の教育実習に対す

る問題意識の様態を把握する。

2）1年の「教育参加」（小学校・幼稚園）におい

て、学生は大学での学ぶ課題をどのように意識化

し、研究をしているか、実践的活動への動機づけ

になったか、その実態を把握する。

3）教育実習における「保健学習指導（2年)」に

おいて、どのような研究と教育を体験したかを明

らかにする。

（47）

・生活習慣改善プログラム

・生と性の学習

・委員会活動

Bは、大学研究者による研究成果の報告であるが、

例えば、小林例子氏(1)《2)は、保健指導の実践と養護教

諭の成長の様態を教育実践者にアンケートした結果を

報告している。

（2）いわゆる「実践的指導力」

ここで、本論の中心的課題である「実践的指導力」

の用語・概念の意味づけをしておきたい。

そもそも、「実践的指導力」の形成が強調されるよ

うになったのは、次の二つの点からである、と考える。

一つは昭和61年4月臨時教育審議会第二次答申に

｢教員の資質向上」が取り上げられた。大学での教員

養成に当たっては「実践的指導力の基礎の修得｣、現

職研修においては、「実践的指導力の向上」に重点を

おくべきことが指摘された。

二つは最近「指導力不足教員」「不適格教員」への

対応及び改善が求められている。つまり、教師に「授

業や学習指導、教育活動の方法技術を含めた実践的指

導力の充実向上」が重視されているものと考える。

この問題は、学生であれ、現職教員であれ教育実践

にかかわる者にとって等しく問われることである。

教育における実践的指導力につて、柴田義松氏は、

次のよう述べている。「教師の教育実践力をどうやっ

て高めるかが、今日、わが国だけでなく国際的にも教

育界の最大の問題の一つとなっている。教師の実践的

指導力の中核を成すものは、なんといっても教育技術

である｡｣(3)この教育技術について筆者は、発問や指示

などの狭義の概念ではなく、「子どもをどう育てるか

(目的)」「何を学ばせるか（内容)」「子どもの能力や

学び方をどう生かしていくか（方法)」など広義に実

践的指導力をとらえることである、と考える。

また高久清吉氏は「『実践的指導力』の語は、日常

の教育実践のなかでの実際の取り扱いや処理に関する

方法・技術の習熟を通して発揮される指導力という意
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研究対 象 頻度数

A養護教諭の実践報告

B保健指導の実践

C実践能力を高める養護教諭養成カリキュラム

D保健学習指導の授業改造

E研究力

F専門性

G書評
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本研究は、「養護教諭の教育実習事前事後プログラ

ム」の実践過程を検討することによって、次の研究仮

説を設定したのである。

（1）短期大学の学生が教育実習プログラムによる指

導によって、教育に対する学生の問題意識が明確

になり、実践意欲、学習態度の変容を見ることが

できる。

（2）「教育実習事前事後指導プログラム」によって

実践した結果から、より最適な「教育実習実践指

導プログラム」の改善方途を明らかにできる。

（3）この研究を通して本学のカリキュラムのトータ

ルな改善視点を明らかにできる。

2．研究のねらい

（1）短期大学の「養護教諭養成」のための「教育

実習事前事後指導プログラム」の適否について

検討する。

（2）短期大学生は「教育実習事前事後指導プログ

ラム」の実践的な学習過程において、教育への

関心、養護教諭としての自覚、養護教諭として

の基本的技能・教養などを身につけ、どのよう

に実践的指導力が形成変容するかを明らかにす

る。

3研究方法

(1)「教育実習事前指導」における先輩の「保健

学習指導事例」を聞き、教育実習の問題意識の

様態分析

（2）小学校・幼稚園の「教育参加」による養護教

諭に対する意識の様態分析

（3）教育実習における「保健学習指導」実践過程

の考察

4研究結果と考察

（1）養護教諭養成事前事後指導プログラムの試行・

改善

平成11(1999)年度より「養護教諭二種免許を取得

できるコース」が開設された。開設当初の指導プログ

ラムは不充分なものであった。勿論実践指導力形成と

いう視点から実証的に検討した形跡は、平成11年度策

定した「教育実習事前事後指導プログラム」になかっ

たので改善の余地が残された。

残念ながら、平成11年度、平成12年度は、「教育実

習事前事後指導プログラム」が確定的なものではなかっ

た。いわば、暗中模索の中で指導して来たといっても

よい。また、「教育実習事前事後指導」の指導体制も

確定していなかったことを率直に認めざるを得ない。

平成13年度の後半から、「教育実習事前事後指導プ

ログラム」の必要性が認知されるようになった。そし

て、実践的試行をしたのが平成13年度からである。表

2はその養護教諭養成事前事後指導プログラムが最初

に策定されたものである。（平成13.3.7完成）

平成13年度は、表－2のプログラムによって実践し

て来た。しかし、学生の実践的指導力形成を図るため

に、表－2のプログラムでは、不充分であることに気

づく。

そこで、平成14年度当初は、表-2の教育実習指導

プログラムに従って実践してきた。実践過程において

最低必要な教育実習の基本事項として新たに「教育参

加」を実習指導プログラムに取り入れることにしたの

である。

こうして、平成14年度版、本学の「養護教諭養成教

育実習事前事後指導プログラム」が策定された。（平

成14年9月）それが表－3である。

平成15年度もほぼ、表-3のプログラムによって実

践指導しているのである。

しかし､このプログラムで充分とはいえない｡そこで、

大学カリキュラムの授業科目に養護教諭の実践的指導

力形成に必要な授業科目を開設することにした｡(7)

（2）田中実践に学ぶ

1年の教育実習事前指導として、保健学習指導をど

のように構成し、実践するかが大きな課題であった。

それは教育実習において、殆んどの学生に保健学習指

導が課せられるからである。

そこで、教育実習を終了した2年の田中沙希恵の保

健学習指導実践を報告(8)してもらうことになった。

田中は、1年の学生に向かって「授業づくり」の基本

について次のように説明された。

・テーマ、題材は興味・関心を持って日々探す

・参考図書は高校の保健の教科書に始まり、短大の

看護学、解剖生理学、教職論、発達心理学など20

冊の本を読んだ(9）

・資料作りは色使い、文字の大きさに注意、ノート

を取りやすい板書計画などを検討した

・発達段階に合わせた説明の仕方、他の教科との関

連、子どもの実態把握、子ども理解につとめた

・教師からの一方的な授業ではなく、子ども自ら考

えさせる参加させる気づかせる授業をつくる

・子どもの反応を見ながら授業をする、大変だけれ

ど子どもの協力に感謝、「教えることは学ぶこと」

ということを学んだ
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表2養謹教諭養成事前・事後プログラム

基本的内容

｢養護教護『教育実習の意義』

･学校保健の中の保健教育の位置づけ

･養護教諭免許取得するものの人に対する心くばり、心構えについての自己潔織を深め、

養護教諭の「教育実習の意義」について考える

1養護教諭「教育実習の事前指導」

（1）養護教諭「教育実習の基本事項について理解を深めるとともに養腰教諭の役割に

ついて学ぶ

①学校保健における健康教育

②学級活動としての保健指導

③日誌のつけ方
■一口■■＝＝■■－■■－＝■■’■『口一一つ一一一一‐ ‐ ‐ ‐ 一 一 ‐ ‐ ‐ 一 一 一 一 ー ‐ 4 ■ P － l ■ p 一 一 ‐ 一 ‐ ＝ 一 つ ‐ 一 一 ＝ 一 一 つ 画 一 ○一今一一一つ‐■＝ｰ一一一一一一一＝ローーーー■■‐■■-■■q■

（2）養護教諭の実践的指導

①保健指導計画・学習指導案のたて方

②効果的な教材づくり

③指導方法の工夫
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■‐■■ー‐ー‐■■＝■■■■ー.■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■＝＝ー■■＝■■■■■■■■■■■■ー■■ー■■■■■■■■■■■■ー■■＝ロー■■■■■■■■■■■■一画■■画一■■■■■■■■■■■■ー■■■■ー■■■■一一q■

（3）養護教諭の教育現場の参観（グループワーク）

＜保健室の機能と管理運営>(PMi:00-5:00)

①保健室経営

②教育相談

③保健関係事務

④児童・生徒との対応
p一一一一一一‐4■P一一○‐一一一‐‐一一○‐一一一一ーｰ一一‐‐■■■■’■ロー■■■■■■■■一一一一-一一■■■■■■■■ー■■■■■■ー■■一一■■ー■■■■一一‐■■■■■■＝ーーー一一一ローーロー‐‐‐・ロ

（4）養護教諭「教育実習」の直前指導

･教育現場の参観をふまえて教育実習の心構え

養護教諭「教育実習」4週間

2養護教諭「教育実習」の事後指導の反省会

･養溌教諭「教育実習」をふりかえり、学生同士、情報交換

･養護教諭免許取得者としての、今後学ぶべきことの確泌
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実施日

1年

4月14日（土）

(1:30～）

2年

4月12日

(1:30～）

4月12日

(合同）

1年合同

7月7日（土）

Ⅱ■■■■■■■■■■■＝＝ー＝一一つ一一一一一一■■‐－，■b‐‐ー今

1年

9月4日（火）

1年

9月12日（水）

9月13日（木）

9月14日（金）

ロ ー ー q ■ P ‐ － － ， ■ ■ ＝ 一 一 ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ － ■ ■ － ■ ■ ■ ■ － ＝ ■ ■

3月4日

1年次末

2年前期

実習直後



表3平成14年度帝京短期大学「養護教諭教育実習事前事後指導」プログラム

(田’教育実習の事前･事後指導ｲ担当教員が毎回参加し行動ものとする。

2事前・事後指導の基本事項を確認し合うようにした13

3参加Iしたすべての学2生に1

4杉ログラムは､本斡:

『学習のまといIを善 ようにする。

本学の諸行事等によって日程が変更する場合がある

5本プログラムは、教員養成の必要性と学生の実習体験からの要望とを加味し、随時修正充実を図るようにしている。
*l教育参加実習”§ﾛ拝1校であったが本年度は5校に増やした。

☆2本年度より幼稚園の｢教育参加」を行うことになった。

・子どもの名前を覚えることが大事である

田中実践の「授業の構想と実践過程」概要について

は、「教材学研究｣(10)に発表報告してあるので参照さ

れたい。さらに、田中実践の優れた授業づくり、教材

づくり、の全貌をここに詳述してみたい。それは「教

材学研究」には、具体的な学習過程及び活用した学習

資料（教材）を提出していなかったからである。従っ

て、本論においては、田中実践における学習過程の最

適性、学習資料の教育的有効性について検討すること

に意味があるからである。

①「タバコと体」の授業展開

保健指導指導案

帝京短期大学生活科学科田中沙希恵

日時

学級

平成14年5月27日（月）第1校時

筑波大学附属小学校4部6年

(男20名、女20名計40名))

1.題材名タバコと体

－109－

実施日 1獄 実施日 2年次
2002年

4ﾉ13（土）

10:30～12:”

l5U0

6尼1（釦

13:”～15:00

I教育実習の意銭j

(1)学校保健と養護教諭の役割
②教育実習の意義

11敬育実習の在り方」

(1)教育実習の基本事項

…錆

…活動としての保露動
③日誌の付

…#露
坊
率

ｉ
Ｉ いて気づいたこと

り

2002年

3月末日

4厘7（土）

930～12m

5尼（水）

10:”～12m

5函（水）

10:30～12m

⑤教育実習直前指導その2

①4月4日からの実習生対象

②5月7日からの実習封象

③5月13日からの実習生対象

④6月3日からの実習生対象

欠席者対象の直湖旨導はその都度行う

9尼（月）

13:00～l5DO

9/3(火）

8”～12:”

9母（月）

～

8m～1Z”

⑧．l敦育参力wﾙー 7.ワヲ）

①保健麺経営

②児童・生徒への対応
③敏育相談

④保健関係事務
含l実習校 中幡・本町東･笹塚

常磐松・富谷各小挙

4脇（木）

～

…（釦

2教育実習を行う

33名中31名;葵習

(濁2名は指導中

その間訪問指導を全員で行う

9ﾉ10(火）

9m～10:釦

～

9尼0（鋤

9:”～10:釦

(鋤・2教育参加〃.ルヲ・ﾜー の

①幼児の活動力と行嬬噸察

銅
》

》
》
》

。
と

*2実習校帝京第一蛎蝿

7好（土）

2m3

劃14

年

(釦

13:00～15:00

(4)教苛実習直前指導その1

”の教育現場参加を踏まえて実習に臨む
②切実な課題・目的を持つ

③教育実習への心構えを持つ



2．ねらい

低年齢からの喫煙は害が深刻であることから、喫煙が身体

に及ぼす害や病気について具体的事例で理解させ、タバコを

吸わない心櫛えを持つ態度を育てる。

3．題材について

喫煙は肺がんなどの呼吸器疾患をはじめ心臓病やその他の

循環器疾患などと密接な関連があり、人体に悪影密を及ぼす

ことは世界的に証明されている。また、喫煙習慣は容易に形

成されるとともに、いったん形成された喫煙習慣を断つこと

は大変難しい。そして、喫煙開始年齢が低いほど健康への影

響が大きい。

現代は子どもたちの発育変化が速くなったことに加え、マ

スメディアの変化や自動販売機の存在など、子どもたちや子

どもたちをとりまく社会環境の変化から喫煙の低年齢化傾向

にある。

そこで、具体的事例をもとに喫煙が身体に及ぼす害や病気

について理解することによりタバコを吸わない心栂えを持ち、

心身ともに健康で且つ、自らの健康レベルを上げる態度を養

う。

4．授業柵想

タバコの煙が人体に及ぼす害を児童に具体的に認識させ、

その恐ろしさを十分認識させるためには視覚に訴えることが

効果的であると考え、資料を活用しながら学習を進めていく

ことにする。

以上の展開案は、三つの枠組みによって構成されて

いる。

一つは、「子どもの活動」を予想しながら、その活

動に対してどのような子どもの反応が期待されるかに

ついて克明に分析的にとらえているところが極めて適

切である。

二つは、子どもの活動に対して、教師はどのような

｢指導の手だて」を講じるかを示している。とりわけ、

｢タバコと体」とのかかわり、すなわち、タバコが人

体に与える影響を説明する「教師の説明事項が用意さ

れている」ことである。

三つは、上記の「指導の手だて」として、子どもに

タバコと体との関係を理解させるのに有効な学習資料

が用意されていることである。

田中実践の優れた授業づくりのポイントは、彼女が

実践報告の冒頭に述べた教材研究の方法的態度である。

それは、1年次の段階から2年の教育実習における保

健学習指導のテーマ、主題を発見し、その教材づくり

のために多くの本を読み、実習校に足を運んで、自ら

教材づくりの方法を教えていただく、という事前研究

をしたことである。

②学習資料の活用

田中実践の指導過程は、展開案に示してあるように、

大きく三つに分節できる。

1）導入（5分）

2）展開（30分）

3）まとめ（5分）

1）導入：学習課題の把握

導入は、本時の課題をつかむ活動である。プリント

資料1（本時のワークシート）を配布し、次の設問を

している。設問は、子どもの学習の意識化と学習後の

自己評価に生かそうとするものである。

2）展開：タバコの人体に与える影響

展開部は、大きく①②に分節されている。展開①で

は、タバコの社会的問題として取り上げられた理由に

ついて、子どもたちに考えさせ、答えさせたのである。

教師の指導としては、禁煙場所に設定されている禁煙

車輔、飲食店内の禁煙席、駅のホームでの喫煙コーナー

などのあることに気づかせながら、子どもの意識を揺

さぶり、学習への意欲づけをしているのである。

展開②は、タバコの煙には、主流煙と副流煙がある。

このことに気づかせるために資料3「タバコと体（人

体図)」を提示した。

教師は、主流煙には4000種の化学物質が含まれてい

ることや有害物質について補説する。

タバコの有害物質の具体例として、次の三つについ

て説明する。

・ニコチン（心拍数を増やすとともに血管を収縮さ

せ、血圧を上げ、必要な栄養や酸素がいきとどか

なくなる｡）

・タール（発ガン作用を増やす）

・一酸化炭素（酸素を運ぶ能力を低下させ、心筋梗

塞や狭心症を起こす原因となっている）

子どもは、その段階で、いかにタバコが体によくな

いことに注目し、真剣に説明を聞いていた、という記

録がある。

さらに、子どもたちには、はっと驚くような資料

4(11)のカラー写真を提示する。

「タバコを吸わない人の肺」より「タバコを吸う人

の肺」の色が変質していることから、タバコを吸うと

タバコの煙に含まれる毒が血液の中に入り、全身に悪

影響を及ぼすことを説明したのである。

資料4は、「喫煙者の肺」の黒ずんだ写真と｢非喫煙

者の肺｣の肌色の写真を提示した。この二つの写真を

使い、子どもの視覚に訴えながら、教師の説明とで、

実感的な理解を深めるのに有用な資料であったと解釈

できる。
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指導案1（田中）

5．展開

－111－

段階 学習活動と内容 教師の指導 期待される児童の反応 留意点

導
入
（
五
分
）

1．禁煙マークを見せ、喫煙に

対する関心をもたせる。

まず、プリント(資料1）を配

布する。

次に、禁煙マークを見せる。

◎発問1

｢皆さんはこの禁煙マークを見

たことがありますか？」 ・見たことがある

→多数

・見たことがない

→少数

■資料1

｢タバコと体」

■資料2

禁煙マーク

▲挙手させる

展
開
（
三
○
分
）

2．タバコが社会的な問題とし

て取りあげられている理由。ま

た、タバコが体に悪いと言われ

ている理由を考え、プリントの

1番に記入した後、発表する。

3．タバコの煙について

タバコの煙には主流煙とH']流

煙があることを理解する。

◎発問2

｢今、．日本の社会では禁煙車両

の増えたり、レストランなどの

飲食店では禁煙席があます。又

駅のホームではタバコを吸う場

所を制限した喫煙コーナーンが

作られるなどタバコが社会問題

として取りあげられていますが、

それはなぜでしょうか？」

｢皆さんの考えを書いて下さ

い」

・主流煙と副流煙について説明

する

タバコの種類には2種類ある。

① 主 流 煙

→タバコを吸う人が直接タバコ

の吸い口から吸う煙

②副流煙

→タバコの火がついた先から立

ち上る煙

･病気になる。

(ガン・肺ガン、心

臓病、脳梗塞など）

･寿命が縮まる。

･呼吸が苦しくなる。

･周りの人たちに迷惑

になる。

．止められなくなる。

･胎児に悪影響を及ぼ

す

▲タバコが社会的な問

題として取りあげられ

ている。又、タバコは

体に悪いと言われてい

る理由について自分の

考えを発表させる。

(黒板に書かせる。3

名）

注）

以下の展開は児童から

出された意見を生かし

ながら適宜、展開する。

よって順序が前後する

可能性がある。

■資料3

人体図

▲児童にはプリント

(資料1）の2番にポイ

ントを〈キーワード)を

記入させる．



4－1．タバコの煙に含まれる

有害物質について理解する。

4－2．タバコの煙に含まれて

いる有害物質のニコチン・ター

ル・一酸化炭素について理解す

る

主流煙には約4000種類の化

学物質が含まれている．その内、

200種類以上は発がん物質をは

じめとする有害物質である。

ところが、副流煙には主流煙

以上に多くの有害物質が含まれ、

それらの濃度は主流煙よりも高

くなっている。

＜有害物質沙

ニコチン・タール・一醐上炭素・

アンモニア・窒素化合物・ダイ

オキシン・アセトアルデヒド・

ホルムアルデヒド・ベンゼン・

ベンゾピレン・ニトロアミン。

アクロレイン・シアン化水素な

ど⑥

特にニコチン・タール・一酸

化炭素は代表的なタバコの有害

物質であり、体に悪影響を与え

る

・ニコチン

→。一度タバコを吸うと、タバ

コを吸うことを止められなくな

る原因となる最も危険な物質。

(習価性を引き起こす）

･心拍数を噌やすと共に血管を

収縮させ、血圧を上げる作用が

ある

･血管が収縮すると体全体に必

要な栄養や酸素が行き届かなく

なったり血液の流れが悪くなる

ことによって体温が低くなる。

･運動能力や頭の働きを低下さ

せる作用がある。
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．こんなに有害物質が

含まれているなんて鷲

いた。

･煙によって含まれて

いる有害物質の濃度が

違うとは思わなかった。

・タール、ニコチン、

一酸化炭素は知ってい

る

･タバコを吸うことを

なかなか止められない

のはこの物質の影響だっ

たんだ！。

･色んな悪影響がある

なぁ。

･体に栄養や酸素が行

き届かなくなるなんて

怖い。

指導案1（田中）

くポイント＞

・主流煙

・副流煙

・タール

・ニコチン

・一酸化炭素

▲児童にはプリント

(資料1）の2番にポイ

ン卜を記入させる。



4－3．タバコの煙に含まれて

いる一酸化炭素について理解す

る

5．タバコと病気

～タバコは全身病！ ワー

タバコが全身に及ぼす影響に

ついて具体的な事例をもとに理

解する。

・ タ ー ル

→・タバコの煙の粒子成分であ

るヤニのもと。

･健康な細胞をガン細胞に変化

させる「発ガン作用」やガン細

胞を増進させる「ガン増進作用」

がある。

・一酸化炭素

→・血液中にあり、酸素を体の

全身に運ぶ重要な役割をしてい

る赤血球のヘモグロビンと結び

つき、酸素を運ぶ能力を低下さ

せ、全身の細胞を酸欠状態にし

てしまう。

･細胞が酸素不足になることに

より、心臓に負担がかかって心

臓病(心筋梗塞や狭心症)を引き

起こす原因となる。

＜心筋梗塞＞

血管がつまり、血液が流れに

くくなることによって心臓に酸

素や栄養が運ばれなくなり、心

臓の筋肉の組織が死んでしまう。

く狭心症＞

心臓が動いている時に十分な

血液を送れず酸素不足状態にな

り起こる発作。

・肺への影響について

◎発問3

『肺はどんな働きをしています

か？」
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･これがヤニのもとだっ

たんだ！。

･発ガン作用があるな

んて怖い。

・これがタバコを吸う

とガンになる原因だっ

たんだ！

･全身の細胞が酸素不

足になるなんて怖い！

･心臓にも害があるん

だ！

･酸素と二酸化炭素の

ガス交換をしている。

指導案1（田中）

▲児童にはプリント

(資料1)の2番にポイ

ン卜を記入させる。

▲発表させる



5．タバコと病気

1)タバコが肺に及ぼす影騨に

ついて理解する。

2）肺がんの主な原因がタバコ

であることを理解させる。

･肺のしくみについて説明する。

→・肺は肺胞と呼ばれるブドウ

の房のようなものの典まりであ

る⑥

･肺では酸素と二酸化炭素のガ

ス交換を行っている。

･肺はテニスコートくらいの大

きさである。

･血管は全身のいたる所にあり、

呼吸によって肺から取り入れた

酸素は体全体にまわる。

･肺への影響について脱明する。

→・タバコを吸うとタバコの煙

に含まれる毒も血液の中に入り、

全身に悪影響を及ぼす。

･タバコは肺がんの主な原因に

なっており、肺がんになる人の

約80％はタバコが原因である

と言われている。

.「皆さんのように体がまだ出

来あがっていない19才以下の

未成年でタバコを吸い始めると、

タバコを吸わない人と比べて

5.7倍も多くの人が肺がんで亡

くなっており、成人よりもタバ

コの悪影響を受けやすいのですb」

－114－

･肺ってブドウの房み

たいになっているんだ！

･肺ってテニスコート

の大きさをしているん

だ！

･肺がんになる人の約

80%がタバコが原因と

は驚いた。

・タバコは怖い。

･未成年へのタバコの

影響は怖い。

・タバコを吸わない人

と比べて、タバコを吸

う人が5.7倍も肺がん

で亡くなっているとは、

やはりタバコは体に悪

い。

指導案1（田中）

■資料4

肺の写真

■資料5グラフ

｢タバコと肺がんの関

係」

■資料6グラフ

｢タバコを吸う人と吸

わない人の死ぬ人数」



3）タバコが脳に及ぼす影騨に

ついて理解する。

4）タバコが歯に及ぼす影響に

ついて理解する。

5）タバコが食道、胃、十二指

腸、勝耽に及ぼす影響について

理解する。

･脳への影響について説明する。

①脳梗塞

→脳の血管が詰まる

②くも膜下出血

→脳の表面の血管が破れて出血

する

①歯がタバコのヤニで黄色く

なる

③歯周病

一歯肉炎、歯周炎などの総称

＜歯肉炎＞

歯ぐきが赤くなって腫れたり、

出血したりするなどの症状。

く歯周炎＞

･歯肉が歯ぐきに影響が及ぶの

に対し、骨にまで影響が及んで

しまう

･歯と歯ぐきの間にすき間があ

き、歯のつけ根の骨が溶けてし

まう。

･食道への影響

→食道がん

・胃への影響

→胃がん・胃潰癌

。十二指腸への影響

→十二指腸がん

･ぼうこうへの影響

→ぼうこうガン

＜その他の体への影響＞

肩こり・手足の震え。疲れやす

い・むくみ．食欲がなくなる．

息切れ・動俸・声がかすれる。

肌が荒れる．肌が黒ずむ．便秘
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G 脳にも影

響があるんだ！

･歯への影響は歯の色

が変わるだけではない

んだ！

･歯の骨が溶けてしま

うなんて怖い。

･胃や食道にも影轡が

あるんだ！

・タバコの体への影響

は○○だけではないん

だ！

指導案1（田中）

▲各臓器がある位旺に

ついて、児童に質間し

て意見を発表させる。

▲児童にはプリント

(資料1)の2番にポイ

ン卜を記入させる

■資料6

歯の写真

■資料3

人体図を用いながら説

明する。

･臓器の名称と病名を

香いたカードを人体図

に貼っていく。

･脱明する臓器を赤い

チョークで塗っていく。

(最後には全身の臓器

が赤いチョークで塗ら

れた状態となる）



指導案1（田中）

資料1

4句6年係画字画筑盟大字閑■小学桟平虞1,4年5月27日（月）

ﾀバｺと体の学習タバコは《〕
1．なぜタバコは体に硬いと冠われているのでしょうか？

資料2

■r■
～ ～ ～

3．思想・その他．今日の授藁でわかったことなど自由に密いて下さい曇

書ききれない坦合は■に密いて下さい．
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ま
と
め
（
五
分
）

・本時のまとめをする

・今日学習したことについて

感想を配入する。（資料1

プリントの3番）

．このようにたばこは全身に

悪影響を及ぼす。特に、未

成年への害は大きい。

・タバコはニコチンによる習

慣性を引き起こすので1本

でも吸ってはいけない。

・タバコは全身に悪い

影響を与える。

･タバコは今まで考え

ていた以上に体に悪い

影響を与える。

・タバコは吸ってはい

けない。

・タバコは怖い。

･体に悪いのになぜタ

バコを売るのだろう。

▲プリント(資料1）の

表題の空欄に自分なり

の言葉でタバコが体に

害であることを記入す

る

｢タバコは・・・。」

例）

全身病．悪い．ダメ．

病気の原因・危険であ

る・吸ってはいけない

etc0



資料3

タバコと体

｡

1

１
Ｊ

Ⅱ

ﾛ

KOj‘

十
4

I

１
１

~Z

非喫煙者の肺

資料4
資料5""は、「タバコと肺ガンとの関係」を示す図

である。この図を見せながら指導者は、次のような説

明をしている。

「皆さんのように体がまだ出来あがっていない19歳

以下の未成年でタバコを吸い始めると、タバコを吸わ

ない人と比べて、5.7倍も多くの人が肺ガンで亡くなっ

ており、成人よりもタバコの影響を受けやすいのです｡」

資料5

［卿生術綱i蜘燃と随順j1987年】

■』

一
■

皇

宮

－ 6

睡

叩

１
１
１

５
４
３
２
１
，

劇
が
ん
死
迄
率
《
尭
喫
煙
者
を
１
と
し
た
比
）

ロ

－

巳9

L

駕一
四
回
華

蒋墳燈者35以上30～鯛講～詞劉～2419以下非喫煙者9以下10～19”以上

嘆通開捻隼鮪【皿一1日喫逓識〔本》」
ｄ
ロ
ｃ
－

ｒ

１

幸
唖

次に、資料6“)を提示しながら「脳に与える影響｣、

資料Y(id「歯に与える影響」について、資料を見なが

ら理解を深めていく。

｝
↑
↓

‐●

］

喫煙者の肺
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喫煙開始年齢との間係



しているだろうか。学生の、「田中実践から学んだこ

と」は、表4の通りである。

表4でわかるように、1年次学生は、

．’「教材研究」（83％）

．Ⅱ「指導の工夫・授業の進め方の工夫が大事

（55％）

．Ⅲ養護教諭の仕事の重要さ、大切さを学んだ（田

中実践から）（9％）

Iの中でも最も注視した点は「題材・テーマ探し、

そのねらい、内容、方法、授業づくりに多くの時間を

要する」（23人…40％）ということである。いわば、

実践指導への心構えができたように思われる。また、

Ⅱの指導の工夫、授業の進め方については、「生徒の

関心を寄せるためのたくさんの工夫（質問（発問）・

板書)」に着目したもの」（5人…9％)、「子どもの反

応を見ながら授業を進めることが大事（子どもの意見

を否定しない)」（10人…17％）などと答えている。

このほか、田中実践からどのような感想を持ったか

を尋ねた。その感想は表5に示した。

・田中さんの授業実践、経験談を聞いて参考になっ

たo(気配り、教材研究、熱心さに感動した)16

名

・教師は、日頃から研究と修養に努めなければなら

ない（新聞のニュースその他の記事などに）専門

性を高めること7名

・今から題材探し夏休み中にでも探し取り組んでい

こう（危機感）4名

・私にできるかどうか不安、養謹教諭になるため負

けないよう頑張りたい8名

・意欲をなくさないようにたくさん勉強しなければ

ならない4名

以上のような「田中実践から学んだこと」（感想）

で述べていることは、田中実践から強烈な刺激を受け、

教材研究や授業づくりへの切実な課題意識をもち、自

らその課題を意欲的に探求したい、もっと勉強して養

護教諭の役割や保健学習指導の在り方について理解を

深めたい、という自覚を持つようになったのである。

このような1年次学生の実践への課題意識を高め、

意欲的に養護教諭としての専門‘性を磨こうというよう

に意識変容したのも、田中実践の優れた授業づくり、

進め方に感動し、それに感化された証左であろう。

確かに田中実践の臨場感あふれる説明と創意工夫さ

れた自作資料が多用されることが、学生をして意識変

容させた要因であるように思われる。

資料6

がんの部位別にみた非喫煙者を1とした
喫煙者の死亡比
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６
５
４
３
２

３
３

一

４
３
２
１

（
柵
準
化
死
亡
比
）伽星豊

画

TlTm耐妻雲
1

0
|||||||llllllllll

1
1 ’ I’|， ’

0

蝿職郷；
ん

鱗識蹴騨鱗
ん

資料7

Ａ
Ｆ

Ｆ

可

ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

タバコを吸わ

ない人の歯
。

’
一

黒く、汚いしみもなく白い歯である｡箇肉もサーモンピン

クの色をしていてきれいで、傷もない。また歯肉も非常に

かたく、歯間癌の症状なども見られない。このように喫燈

を常習することなく、遇度なブラッシングケアを欠かさな

ければ、錘康で丈夫な歯と歯肉を保つことができる。

一一 －一一一
星 ー

戸二二-二－－

隆~5時夢
蝿‘

イ

一一

’
タバコのために歯が黒色

茶色のしみがついている。このしみや汚れはタバコやパイプをくわえた筋

所に付藩する。箇肉に弾力性がなく、やわらかくなっているため、やがて
歯がぐらぐら動いて抜けてしまう．喫短は徴肉（徴ぐき〉を著しく損傷し、
全体の歯に悪影審を及ぼしている。

3）まとめ：学んだことの確認・評価

本時のまとめとしては、今学んだことを確認しなが

ら感想をプリント（ワークシートー資料1の3）に書

かせ、授業を終了するのである。

③田中実践から学んだこと

田中実践を聞きながら、1年次学生はどのように

｢教育実習」をとらえ、「授業」をどのようにイメージ

－1 18－



表4田中実践から学んだこと
(58名中）

表5田中実践を聞いての感想（数字頻度数）

田中さんの授業実践・経験談を聞いて参考になった1

2

(気配)16

教材研究、熱心さに感動した

今の段階からしっかり勉強しておかなければならない（本で調べたり） 6

日々の努力を成功させるためにはたくさんの知識、時間が必要（テレビで観察したり） 4

教育実習を通して自分自身が成長できる気がする（やりがいを感じる)1３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
哩
蝿
皿

教師は、日頃から研究と修養に努めなければならない(新聞などに）専門性 7

1年後はあんな授業ができるか不安一勉強して子どもの前で授業できるようにしたい3
先輩から実習を終えた達成感がとても伝わってきたl

子どもたち自身に理解できるようにすることが大切一子どもの目線と同じところの授業4

今から題材探し夏休み中にでも探し取り組んでいこう（危機感）4
8

4

指導案の話を聞いて、私も子ども達の前でやってみたい2

教えることに責任を持つべきだ1

4

子ども達がうるさくなるくらいの授業をやりたい1

（3）教育参加

小学校の教育参加('5)は、教育実習を前にして小学

校における「養護教諭の働き（業務内容）及び子ども

への対応の仕方、学校全体の教育的雰囲気、子どもの

活動の様子、教育環境の機能、学校で働く人の様態」

などについて、つぶさに観察させ、記録させ、教育実

習への課題意識、目的意識をとらえさせることを、意

図して実施した。

同様、幼稚園においても「教育参加｣(!‘）を行った。

ことに幼稚園の教育参加は、次のようなところに着目

して観察するよう事前に例示した。例えば次のような

点である。

・幼児の活動力と行動様式の観察

・幼児への対応の仕方

・教師の幼児に対する指導、援助の仕方、役割

・幼児の活動を促す環境構成

まず、小学校における「教育参加」は、午前中3時

間であった。幼稚園は、午前9時から10時半までの短

い時間であった。「教育参加」をした学生は、いった

い何を感じ、考え、そして「大学で学ぶ課題」を意識
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分析視点 学生の捉えた事柄数字は頻度数

I教材（保健題材）研究 自分なりに研究し、生徒にわかりやすい授業づくり2

発育問題・生活習慣病などについて理解を深めたい9

題材・テーマ探し、そのねらい、内容、方法を授業づくりに多くの時間を要する23

教材研究で20冊も眠み、分かりやすく図や絵にあらわす一日常的情報から3

育つという視点から深く理解し、関心と健康な生活が送れるようにする1

社会行事でも健康に関する日に指導する1

｢教えることは学ぶこと」という言葉の本当の意味がわかった4

｢なすことによって学ぶ」learningbydoingことがわかった2
保健指導と保健学習のちがい1

Ⅱ指導の工夫・授業の進め

方の工夫が大事

生徒の関心を寄せるためのたくさんの’工夫（質問（発問)）・板書5

子どもに気づき、考えさせるきっかけを与える場。そのために子どもの実態把握7

子どもの反応を見ながら授業を進めることが大事（子どもの意見を否定しない）10

子どもの発達(年齢)にあわせて分かりやすい授業をする（資料活用、具体的鋭明）7

保健の授業は各教科でも行う1

評価とは点数をつけることでなく、子どもの困っていることを助けること3

コミュニケーションの仕方が大切1

早く子どもの名前を覚える5

Ⅲ 養護教諭の仕事の重要

さ、大切さを学んだ

授業をするときは子どもの視点に立つこと1

病気のケアだけでなく心のケアが大切1

養護実習を行った先輩の話を聞いて、大変さを改めて感じた1

常識としての礼儀を身につけておかなければならない1

養護の仕事はいい仕事だ’



表6「教育参加」のまとめ（小学校の場合9/2～9/9）一大学で学ぶ課題一（数字は頻度数）

1大学で専門的な医学、看護学で学ぶ40

(人体構造、子どもの発育、成長、保健室についての知織、子どもの病気、薬の使い方）
2来室につい工型_来室者への対応の仕方…実習前にやりたい33

（子どもとのコミュニケーションの仕方、接し方、関わり方、保健室での過ごし方一人間的にも強く、豊かにな
らなければならない）

3応急処置法18

4知識だけでなく、実践的経験を積んで養護教諭を目指そう4

（何度も実習したい…実践力、保健学習の教え方の他、学校の健康面での行動でも説明できる力と方法を身につ
けたい）

5身の回りの危険な箇所の確認2

身の回りの危険にどう対応するか（地歴、水害、火事）

6毎日毎日の大学の講義を大切にこれから勉強したい3

（自分から積極的に学んでいかなければならない、自分の考えを生かして活動する）

7学校見学や専門分野を精一杯やりたい1

8学校以外で社会奉仕（老人ホーム・ホ．ﾗﾝﾃｨｱ）社会問題、流行病を調べ教養を高める1

9保護者、地域への関わり方3

10急に倒れた場合の対応の仕方一知識がないと何もできない1

11小学校の教え方、中学校の教え方1

12社会人としての言葉遣い、敬語、礼儀1

13養護教諭としての力量、洞察力、協調性を身につけたい1

しただろうか。

学生に「教育参加」後に書いてもらったまとめノー

トから、自らの「大学における『研究課題』」を抽出

してみた。

表6は、小学校の教育参加を通して把握した課題で

ある。

表7は、幼稚園の教育参加で得られた追求課題であっ

た。

学生にとって教育参加は、小学校・幼稚園での子ど

もたちと出会い、教師の子どもへの対応の仕方を観察

することにおいて、学生にとって教育現場実践の初発

体験である。

小学校の教育参加は、主として「保健室における養

護教諭の教育活動、保健室の機能の観察及び養護教諭

の子どもへの対応の仕方（言葉かけ、診断、治療、測

定等)」を注意深く観察できたことである。

教育参加における学生の「養護教諭の働き（業務内

容)、子どもとの対応の仕方、学校全体の雰囲気、子

どもの動き、教育環境」などに対する見方、考え方、

捉え方が個人によって異なり、多様化している。同じ

場面を観察しても、同じ事象の説明を聞いても、多様

な捉え方をしている。学生にとってみれば、教育参加

によって、学校、保健室、教師、子どもなどに対する

眼差しは、新鮮で、学生一人ひとりの感性と認識を大

きく刺激し、揺さぶり、自己の追求課題が表出したも

のになった。

教育参加は、学生の拡散的な感性と認識が生じるこ

とをむしろ必然的なものと考えた。この教育参加は計

画、意図した教育実践活動である。学生の捉えた多様

性の中の養護教諭としての重要な役割、専門的技能、

子どもとの関わり方、教育的配慮等、共通な意味内容、

価値ある課題が抽出できるものと考えたのである。

この各自捉えた研究課題については、教育参加の3

ヶ月後に全員参加による「課題研究発表会」を開催す

ることに決定した。その主な研究課題は、およそ次の

ようなものであった。

。 「 虫 歯 に つ い て 」 藤 木 智 子

。「応急処置の仕方」岡本百香、平田いとも

萩原真未岡部唯

。「生徒との接し方」市川智子

。「ボランティア活動」菊池恵

発表方法は、分科会方式で全員が発表した後に、分

科会で優れた課題発表を相互に評価し合って、そこで

選定された代表者が全体会で再度発表し合うのである。

l年次の「教育参加」→「課題発表会」という事前

指導過程は、学生に対する養護教諭に対して、また、

教育実習に対する課題意識を喚起し、意欲的に学んで

行うとする態度形成に極めて有効であった、と考える。

（4）保健学習指導における授業づくり､教材づくり('刀

①教育実習直前における学生の課題意職

教育実習直前指導において、次の問に答えてもらっ

た。

「教育実習中、あなたはどんなことを『学びたいか』

『研究したいか』を書いて下さい」
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表7「教育参加」のまとめ（幼稚園の場合9/10～9/20)一大学で学ぶ課題-(数字は頻度数）

I発達心理的な研究

1発達に応じた適切な指導・援助（年齢にあったコミュニケーションの仕方）5

2幼児の集団行動（団体行動）やる気のない子の心理3

3幼児の叱り方、誉め方（そのタイミング）4

4年少から年長までの発達段階的な関わり方…すぐキレル子への関わり方3

5幼児の行動（遊びの中の人間関係）4

6子どもの感じ方、考え方、意志、理解力、体力…成長の様子5

7親の要望一幼稚園への期待1

8順番（交代）の社会性（接し方)1

9なぜ機嫌が悪くなるのか（原因)1

lO子どもを動かす方法（指示の仕方）1

Ⅱ養護教諭に関する研究

1教職として教員の心構え1

2人体や小児の身体について1

3子どもに多いケガや病気･(その対処の仕方）1

4応急処置の仕方1

5環境への関わり方（暮らし方、危ない所)1

，教師の在り方研究

1人気のある先生というのは…人気のある先生になる方法1

2臨機応変な対応の仕方（喧嘩、その場に応じて、言うことを聞かない）3

3個性を見つけ、個性を伸ばす指導・援助の仕方、育て方2

4人を観察する力（行動、感情）2

5子どもとの接し方（あいさつ）15

6実践的なことを学びたい（意見交換をしたい）2

7自分自身の成長（社会のマナー）1

この問に対する学生の主な課題と実習への学習意欲

を示したのが表8である。

学生の書いた文章は150字から200字までの範囲で書

かれたものである。学生の教育実習に対する心理的、

教育的、自己実現的欲求は、この表8から読みとるこ

とができるものと考える。

教育実習に臨むにあたっての主な課題と、実習への

学習欲求を大きく四つのカテゴリーから分析してみた。

一つは、養護教諭は一体どのような仕事をするもの

か、その様態を学びたい、という客観的な理解の視点

である。

二つは、養護教諭の仕事ぶりをよく観察し、養護教

諭の基本的な教育内容を理解する視点である。

三つは、教育実習で最も興味・関心を示すであろう

と思われる、子どもの実態を、精神的、身体的、社会

的な側面から理解する視点である。

四つは、実習生にとって、切実性の含意する課題で

ある。すなわち「直接的な子どもとのふれあいの仕方」

｢保健学習指導の授業づくり、進め方」「保健だよりの

作り方」など、実習中に予測される実習生の仕事の視

点である。

第一の視点は、養護教諭として専門性とは何かを追

求する、極めて重要な課題で、51名中47名（92％）が、

注視しているのである。そして、貧欲にも学んで行き

たいという、強い学習意欲が表出しているのである。

第二の視点は「養護教諭の主な仕事」について理解

を深めたいというものである。そのためには、よく

｢養護教諭の振るまい、動きを観察していきたい（6

人)」というものである。養護教諭の振るまいの中に、

保健室に来訪する子どもへの対応、子どもとの関わり

方をよく見取りたいという願いがこめられている。

第三の視点は、「子どもの実態」であるが、子ども

理解において、よく子どもの振るまいや、行動を観察

しなければならない、という教育実習の実践的指導す

る基本的課題である。学生が指摘した子どもの実態把

握の課題として、「アレルギーや病気、心身の問題を

抱えている子どもについて学びたい（4名)」「小学生、

中学生の心の変化、抱えている問題を発見したい、発

達と対応の仕方（4名)」などについて学びたい、と

いう問題意識は、今日の児童生徒の生活の問題行動に

鑑み、且つ将来養護教諭を目指そうとする意欲から発

せられたものであろう。

ことに第四の視点は、学生自身が教育実習に対する、

主体的受け止め方をしている点である。言葉の説明や

暖昧な養護教諭の仕事や専門性を、この実習を通して、
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表8教育実習を前にして「学びたいこと」
(51名中）

(注）複数回答による

は、学生にとって教育実習のよりどころであり、実践

的指導力として実践に最大限生かされている点である。

また、前述したように教育実習事前指導として、

｢教育参加（幼稚園・小学校)」と「そこで得られた課

題研究発表会」において、学生同士の教育実習への情

報交換を通して、実習意識、学習欲求が醸成されてい

くのである。そのことは、表8が如実に物語っている

ものと考える。

それだけに、学生にとっては、文字通り、新鮮な感

性と認識をふるわせて教育実習への初期学習が始まる

のである。また、私達教師は、教育実習中の学生の活

動状況、勤務状態を把握し、必要に応じた指導を試み

｢訪問指導」を行っているのである。

教育実習は、それぞれ実習校の「実習指導プログラ

ム」によって、3週間または4週間行われる。

本論においては、教育実習における「保健学習指導」

自ら問い、自ら考え、自ら判断して、問題解決してい

きたいという「生きる力」を、自ら実習において形成

したいという願い、自己実現的欲求が表出しているの

である。

②保健学習指導で取り上げられた題材

本学においては、2年次の4月から7月の間に教育

実習を実施している。

ところが、筆者の経験から('8)考えて、短期大学にお

ける教育実習は、極めて困難とつまずきが生じるであ

ろうと予測したのである。私達は、教育実習に対する

危倶の念を抱かざるを得なかった。それは、高等学校

卒業と共に僅か一年間で、看護学、医学、保健教育等

の基礎・基本を履修したとしても、机上での学習であ

るあるからである。

しかし、幸い現在「養護教諭」をなっている研究者

として、指導者として優れた宍戸洲美先生('，)のご指導

－122－

主な課題・学習欲求 頻度数

養
護
教
諭
の
仕
事

1保健室に来た児童・生徒への対応の仕方、コミュニケーションの仕方一不登校児、教師としての心構え、
問診、相談の仕方、一食欲に学びたい

2子ども唖阜をしながら指導していきたv¥.一人一人違う子どもへの対応

3けが、病気への具体的対応処置の仕方、健康診断の進め方、専門性を学びたい

4健康診断の計画・実践、校医との連絡の取り方、事後措置について、1日がどのように流れているか

5心のケア（心に傷を持つ子、虐待されている子などへの対応）

28

７
６
３

3（47）

養
護
教
諭
の
仕
事
観
察

6養護教諭の振るまい、動きを観察したい（1との関連）

7養護教諭の基本、法的根拠があるので、必ず守るべきことを学びたい

8自然教室に参加しながら生徒をも観察したい

9他人に押しつけられない責任ある仕事、心配り

６
２
１

1（1の

子
ど
も
の
実
態

10アレルギーや病気、心身の問題を抱えている子どもについて学びたい

11小学生、中学生の心の変化、抱えている問題を発見したい、発達と対応の仕方

12睡眠の少ない子の実態

４
４

1（9）

実
習
に
対
す
る
自
己
対
象
化

13子どもと触れ合って学びたい（机上でなく触れ合いの中で学びたい）

｢頭が痛い」「気持ちが悪い」への対応

14生徒の発達、年齢に応じた健康問題、飲酒、喫煙などを研究したい

15授業の進め方について今から勉強、指導案の作り方（タバコと体）

16授業をやってみたい「保健だより」も作ってみたい、教材研究をしっかりやりたい

17どのような場合でも対応できるように－ともかくがんばりたい

184週間で学びきれないかもしれない、ハングリー精神で学びたい

19実習中し力学べないので、この実習時間を大切にしたい

20自分が養護義歯になったときに生かしたい

21たくさんの知識や能力を身につけたい

24

(4鋤

２
７
４
２
１
１
１
１



表9教育実習における「保健学習指導」の題材

(注）頻度数は48名中の実践授業をした数である。

の実践過程を分析、検討し、学生の「実践的指導力形

成」の様態を明らかにしたいと考えている。

本年度（平成15年度）の実習生は、48名であった。

そのうち、教育実習において保健学習指導を行ったも

のが26名（54％）であった。

そこで、実践された「保健学習指導」の題材は表9

の通りである。

学生の選定した「保健学習指導」の題材はA～Gま

でである。教育実習において選定された題材は、1年

次に学んだ「事前指導における田中実践の『タバコと

健康（3名)』」「教育参加」において発見した探求課

題が2年の教育実習まで持続的に関心をもち続けてい

るものがある。例えば、「歯と健康」「薬と自然治癒力」

などである。また、「応急処置法」は、日本赤十字の

｢救急員養成講習」で学んだことが動機づけとなって

いるのである。

従って、2年次実習までには、確実に「教育参加」

の事前指導の充実を図ることと、授業科目の中で「保

健学習指導」にかかわる実践的指導力形成を意図した

教材研究、授業づくり、授業分析などの実践的なアプ

ローチが必要である。

③保健学習指導過程の分析

ここでは、教育実習において実践した事例三つを取

り上げ、学生にとって実習で実践的指導を通して学ん

だことについて検討していきたい。

からだ（小学校4学年）

②学習のねらい

。思春期に入るこの頃、性ホルモンにより男女の

からだに変化が現れ、おとなのからだへと近づ

いていく。そして、その変化は、誰にでも起こ

り、変化には個人差があるということを理解さ

せる。

・性器の発達が新しい生命を作り出す準備である

こと。そして、性器は男女ともに大切な場所で

あることを理解させ、相手の性を認め合う心を

育てる。

2）授業の考察

竹中実践は、初めての教育実践でありながら、実に

落ち着きを持って、資料を用いて解説したり、ものの

噛え（比喰的な説明）を用いて説明したりして、子ど

もの注意を集中させ、理解を深めるように配慮してい

た。（この授業は佐島が観察した。以下の考察は、佐

島の観察記録をもとに考察したものである｡）

①発問の連続性

本時の教師の働きかけには二つあった。その一つは

｢発問」であり、もう一つは「資料提示による教師の

説明」であり、この二つが学習過程に子どもの「から

だの発育一おとなに近づくからだ」という主題学習に

有効に作用していたと考える。

ここでは「発問」の持つ意味を子どもの動きと絡ま

せて考察したい。

導入における発問Tl,T2は、子どもの生活経験か

ら「性への関心」を導くものとして意味ある発問であっ

た。

（1）自作資料の活用による保健学習指導(竹中実践)(鋤）

＜1＞保健学習指導案

①主題性教育「からだの発育」一おとなに近づく

－123－

取り上げられた題材 頻度数

A日常生活と健康（すいみん、かぜの予防、体をきれいに）

B歯と健康（虫歯の予防、6歳臼歯）

Cタバコと健康（タバコと中学生）

D生と性（大人になる体、からだの発育、思春期）

E うんこと健康

F応急処置法（骨折、脱臼、ねんざ、けが）

G薬と自然治癒力

９
７
３
３
２
２
１



③主な学習指導過程指導案2(竹中）

｜どんなこと で 男 と 女 の 区 別 を す る のか’

｜いつ頃から性器以外の違いがはっきりしてくるか’

－124－

過
程 主な教師の働き 資料の活用（○） 子どもの動き

導
入

Tl生まれたばかりの赤ちゃんを見たことがあ

りますか

T2育児室（赤ちゃんが寝る場所）で大勢並んだ

赤ちゃん“どの子が男の子でどの子が女の子

か区別できますか

C1見たことがある

C2見たことがない

C3区別できる

C4区別できない

展
T3看護師さんはどうやって男女の性別を見分

けるのかな？

T4第一次性徴とは何でしょう

①を黒板に貼り「生まれつき持っている特徴」

について説明する

T5男の先生と女の先生が同じTシャツGパン

でいたら見分けはつきますか

①カード

･授業参観している先生

をさして臨機応変に男

の先生、女の先生の体

格、特徴をつかませる

第一次性徴

生まれつき持った特

徴

C5おちんちんがあ

るかないか

C6わからない

C7男の先生は体が

がっちりしている

C8男の先生は肩幅

が広い

C9女の先生は胸が

出ている

T6いつ頃から性器以外の違いがはっきりして

くるのですか

②をもとに発育の様子を説明する

･女子－4年生半ばくらいから身長体重がグー

ンと伸びる

．男子一女子より遅れて中学1年半ばくらいか

ら女子を抜いてグーンと伸びる

T7男らしいからだつき、女らしいからだつきと

はどういうものですか

②年齢別発育状況

③男らしいからだつき

④女らしいからだつき

CIOわからない

Cll大人になったら

C12中学生になった

ら

C13背が高い

C14ひげがある

C15胸

これからどんなからだの変化が起こるのか

開
T8男と女を見分けるには性器の違いがあるけ

れども、性器とは何のためにあるのですか？

T9性器の特徴は男女でどのように違うでしよ
ご

う

④男子一精巣、精子、声変わりについて説明

⑤女子一卵巣、子宮、月経について説明
⑤男性の性器の特徴図

⑥女性の性器の特徴図

C16わからない

C17赤ちゃんを作る

ため

C18全ての子どもが

真剣な眼差しで教生

の説明を聞く

ま
と
め

T10この地球上に男と女しかいない、お互いに

認め合い、助け合っていかないと地球の子孫が

途絶え、滅亡してしまうよ

(補足）だから男は女の子の体の変わっていく

ことをバカにしたり、女は男の子のことをバカ

にしたりしないことだよ

Til性という「ことば」のつくりに気づかせる

T12最後に感想を書かせる
⑦性

小…心

生…生命

C19教生の話を聞き

ながら男女の相互理

解の大切さに気づい

ていった一納得した

ような表情をしてい

た



展開部は、性への目覚め関心を持たせ、性の男女の

身体構造の違いに気づかせる発問が見られた。それは

｢T5男の先生と女の先生が同じTシャツGパンでいた

ら見分けはつきますか」と発問して、「後ろにいる教

頭先生や他の先生方をよく見て下さい」と臨機応変な

発問によって子どもたちは「男らしいからだ、女らし

いからだ」のつくりを実感できたようである。

次に発問T9は、次の資料活用のところで述べるこ

とにする。

発問T10､Tilは、本時のまとめにふさわしいもの

であった。

T10に対しての子どもの反応は、授業後の子どもの

性に対するイメージ、認識に如実に表出しているので

ある。例えば「男と女は助け合うということが分かっ

た。男の子は女の子をばかにしてはいけないと思う」

｢私は男の子をからかわないようにしたい」「性とは小

は心、生は生命だったことが分かった（二つの意味が

ある)」などと答えたものが28人中18人であり、両性

の特性を認識しながら『生命の尊厳性』に気づいてい

るのである。

2）資料活用の適切性

本時の学習を成立させるには、資料提示が重要であ

る。

表10授業に対するイメージ、認識

この資料提示は、どのように学習を組み立てていく

か、という学習指導過程の最適化の検討に通じる。そ

れは同時にこの資料によって、「何に気づかせ」「何を

分からせるか」という教材内容の検討にも関わってく

るのである。

本時の授業の山場は、資料①から⑥までに綿密な分

析がなされていることである。「性の違い」に直接入

るのではなく、資料①によって、身長、体重の発育に

目を向けさせ、からだの発育がやがて「男らしさ」

｢女らしさ」への学習を動機づけていった。

そして、本時の中心的な学習場面では、資料④、資

料⑤によって、男性と女性の性の特徴を捉えさせるよ

うな説明をしていた。ここに至って、授業当初「はに

かみながら」「くすぐられるような気分」で授業を冷

ややかに見ていた子どもたちは、真剣に「我が家のこ

とのように」「自分のことにように」真剣な学習態度

に変容していった。

③授業後の子どもの反応

授業終了に本時で学んだことの感想を書いてもらっ

たものが表10である。その子どもの感想から、本時授

業の進め方を振り返り、「丁寧にわかりやすく教えて

いただいた楽しい授業だった」「絵や図を書いている

ので、竹中先生は私たちのために書いてくれたと思う。

(28名中）

分析視点 反応傾向 頻度数

体のしくみ

男女の特長

自分の体との関わ

りからの気づき

生命の尊厳性

授業の仕方

学習の振り返り

・いろいろな体のしくみが分かり、赤ちゃんが産まれるかが分かった

．女性の特長と男性の特長がよく分かった（女性の卵子、男性の精子）

･大人になるまでの成長の様子が分かった

･女の人は5，6年になって生理が始まって40年間生理があることを
はじめて知った

･女性は4年生の2学期頃から大きくなることが分かって安心した

･ぼくは男性の特長はペニスがあるだけと思っていたけれど他にも特
長があるなんて勉強になった

．ぼくはお父さんとお母さんが結婚してくれてよかった。だから産ん
でくれたお母さんお父さんに優しくしたい

．ぼくはお母さんだけで産まれていたと思っていたけれど、お父さん

の力を借りて産まれてきたんだということがよく分かった

･男と女は助け合うということが分かった。男の子は女の子をばかに
してはいけないと思う

･男性と女性とが力を合わせないと子どもが産まれてこない

･私は男の子をからかわないようにしたい

･性とは小は心、生は生命だったことが分かった（二つの意味がある）

･丁寧にわかりやすく教えていただいた楽しい授業だった

･絵や図を書いているので、竹中先生は私たちのために書いてくれた

と思う。きっと苦労したと思う。

･竹中先生の授業はおもしろかった。また、保健の勉強をしたい。
･勉強してよかった。わかりやすく教えてくれてうれしかった。
・1時間で体のことがいろいろ分かった。どうもありがとうございま
した。

22

5

18

14
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きっと苦労したと思う｡」というように、熱心な教え

方、資料の活用の仕方等に対する共感的理解を深めた

ようだ。この他授業の内容の基礎・基本が習得できた

という反省が、表10の反応例から読みとることが出来

る。

なによりも「生命の尊厳性」「相互信頼による人権

尊重」にも触れた授業に共感を持って迎えられたよう

に思われる。

（2）資料活用と板書構成（山岡実践)“）

1)保健学習指導案

①単元名「毎日の生活と健康」

②単元の目標

（1）毎日を健康で過ごすためには、食事・運動・

睡眠のバランスがとれた生活を続けていかなくて

はならないということを理解できるようにすると

ともに、健康に対しての意欲を向上できるように

する。

（2）体や心をより健康に発育･発達させるために

は規則正しい生活を続けることが大切であること

を理解できるようにする。

2授業の考察

①教材研究の工夫

山岡教生は、4年生の保健学習指導を行う際、担

任教師から教科書と教師用指導書を借用して、授業

づくりをしている。さらに養護教諭からは、保健指

導用の指導案参考書を借りて教材研究を行っている。

で体は.全くものでつくられています．‐、
。食べものは．体言動かすためにもつかわ

れてい室Tろ

・体を成受させるために大切で狼

女 亭
、一一 ノ

〆
頭 I郡

●体を強くじ上うぷにします．

●食事飢剥いし<喉ったり．よくねりれろ

など体らようAIよく触り迄.侭

●ぴェう気やけがをしにくくなりまれ
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図山岡実践のまとめ(p.127の指導案参照）

本時のグループヮークが協力的、積極的な活動を

期待したからである。

あらかじめ用意したプリント資料を読んでもらう

ことによって、今までの授業展開で発言させること

の出来ない子どもたちの活動の場を拓くことができ

た。

②実践を振り返って

授業者は、本時の授業実践を振り返って、次のよ

うなことを指摘している。

・授業をやることが決まってから、給食や朝、帰り

の「学級会」にコミュニケーションを取るように

した。（担任の配慮）

・グループワークは想像した以上に、一人一人の友

だちの意見に耳を傾けていた。グループワークは

確かによかったと思う。

・教師の発言が全員に聞こえるように大きい声で話

すようにしたo(また、子どもたちにも大きい声

で発表しようと投げかけた。一子どもを励ますよ

うにした.)

③授業の改善点と方法

研究授業後の反省会があり、授業を見てくれた校

長先生をはじめ、生徒主任、保健主事などの先生方

から、次のような視点からコメントがなされた。

・メリハリのある話し方で子どもと接するとよい。

例えば「そうだよね」「よく分かったね」などと

コメントをつけ評価することだ。一そうすると子

どもの発表意欲がわいてくるからである。

・発言してくれた子どもには「ありがとう」などと

必ずコメントをすること

・発言できない子への配慮をすること

・おしゃべりをして騒がしい時は、静かになるまで

待つ気持ちが必要

・全体的に子どもの興味を引き付けて、よい授業が

できたと評価されている。

（3）一枚の三角巾で応急手当ての授業(22)（岩佐実践＝

中学校3学年）

1)保健学習指導案

①題材（単元）骨折、だっきゅう、ねんざとその手

当て

②題材偉元)設定の理由
応急手当の意義と必要性について理解させるとと

もに、日常生活で起こりやすい主な外傷や急病の応

急手当て固定のしかたなど、基本的な技能を身につ

けさせたい。

③指導目標

個人生活におけるケガの処置を理解し、適切に処

置していける能力を育てる。

④本時の目標

ケガの重大さを知り、処置以前に、普段の生活で

のケガの予防を心がける気持ちを持たせる。

2）授業の考察
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④学習指導過程と資料指導案3(山岡）
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過
程 教師の働きかけ 板書構成（資料） 子どもの動き

導
入

1.健康に毎日を過

ごすにはどんなこ

とが必要ですか？

食事 睡眠運動

C1よく食べること

C2よく運動するこ

と

C3よく眠ること

展
開

2.健康のためには

どんな食事の取り

方をすればいいの

か？

＜食事＞

＜運動・遊び＞

＜睡眠＞

食事運動 睡眠

C4食事、運動、睡眠

のl頓にグループで話

し合ったことを発表

する

＜食事＞グループ

C5好き嫌いなく食

べる

C63回のご飯をし

つかり食べる

C7体を大きくする

＜運動､遊び＞グルー
プ

C8思いっきり汗を

かいて運動する

C9毎日運動する

CIOテレピゲームば

かりしないで外で遊

ぶ

Cll筋肉をつくる

く睡眠＞グループ

C12早く寝る

C13夜更かしをしな

い

C14朝寝坊をしない

ま
と
め

3.元気で丈夫な体

と心にするため

の心がけに つ い

て書こう

一

C15資料をもとに今

回学んだことを考え

まとめる



⑤学習指導過程と脱臼、捻挫の応急手当て指導案4(岩佐）

視した学習活動として「三角巾を使って足首の捻挫

を固定する」実演である。一人一人の生徒は、三角

巾を使って、生徒同士で「P5上履きを脱いで『足

の捻挫の固定の仕方』を実演していたのである」たっ

た一枚の三角巾が、本時の学習のねらいを有効適切

に達成するのに、有意味性を有したといえよう。

②学習活動の工夫

本時の目指すものは、「脱臼や捻挫の応急処置の

仕方を身につける」ことであった。

単に説明して分からせるのではなく、普段の生活

に役立つような実践的活動を取り入れたことである。

生徒の興味を引き、一人一人が意識的、目的的に活

動できるように、生徒の分の包帯、三角巾、ガーゼ

等を配布し、実際に応急法を行った。教科書の絵を

見て、説明を聞きながら、実践的活動によって、一

厨「脱臼、捻挫の応急手当て」を具体的、実証的に

①教材の工夫

岩佐実践は、中学校3年「保健体育の授業」の中

で行われた。

教材研究の基本的考え方は、教師の感覚でやるの

ではなく、あくまでも学習者である中学3年生の気

持ちで、どのような授業をすればよいか、わかりや

すいか、取り組みやすいかなどを考慮して、授業栂

成がなされた。普段、保健室に来ている生徒の会話

から判断して、授業を進めたのである。

本実践で学習を進め、理解を深めるのに有用な教

材は、次の二つであった。

一つは、①②の教科書の活用である。この教科書

は「中学保健体育」の教科書で、本時に学習する脱

臼、捻挫の生じる原因と、それに対処する方法の概

要を捉えさせるのに、有効であった。

二つは、「三角巾」の使用である。本時の最も重

－128－

過
程 主な教師の働き 資料の活用（○） 生徒の動き

導
入
（
五
分
）

Tl教科書P98例文を読ませ、どんな症状が疑

われるか

①教科書(P98)

＜駒女の多いケガ＞

脱話

・バスケットボール

･バレーボールでの指の

骨折

･跳び箱の着手と着地の

捻挫

PIケガの経験を思

い出す

展
開
（
三
十
分
）

T2教科書P98①「骨折」の所を読ませる

T3黒板に書きながら、ケガのことについて説明

する

T4教科書P98②「脱臼、捻挫」の所を読ませる

T5脱臼、捻挫の説明をする

T6三角巾を配る

T7足首の捻挫の固定の仕方をしよう

②教科書P98

＜板書＞

･題名

･手当て

･症状

③資料を使って説明を

する

④教科書P99を使いな

がら、固定具の説明

⑤脱臼、捻挫（板書）

⑥三角巾を配る

P2教師の説明を間

く

P3資料を見ながら

脱明を聞く

P4三角巾のたたみ

方

包裕の巻き方

P5上履きを脱いで

｢足の捻挫の固定の

仕方」実践する

ま
と
め
（
十
分
）

T8学習のまとめをさせる（感想を書かせる） ○プリント配布 P6普段の生活や運

動前にどうしたらケ

ガを防ぐことが出来

るか考え発表する

P7学習のまとめを

ノートに書く



理解させることができた。

③授業を振り返って

授業実践者の岩佐は、授業について、次のように

自己評価、反省をしていた。

授業は自分が思っている以上に、時間との戦いで

あった。うまい時間配分が、必要であった。私の場

合、生徒自身に実践させたので、時間設定をすると

余計に焦りが出る。なので、要点、授業で必要な単

元は、実践前に全て終わらせるように努めた。クラ

スによって、実践の時間が掛かるクラス、スムーズ

に終わるクラスに分かれるので、臨機応変に行えた

らよかったと思う。回りからはあまり指摘されなかっ

たが、自分は授業内での生徒とのキャッチボールが

難しかった。例えば、生徒に投げかけた発問に、生

徒からの返答を受け、その返答へのコメントが、す

ぐに浮かばないこともあった。授業を行うことに慣

れていないせいもあり、授業を行うというプレッシャー

からか、緊張してしまう毎日であった。しかし、授

業を行うことで、行う側の苦労も知り、受ける側と

行う側の気持ちを知ることができた。とてもよい経

験をすることができたと思う。「私も先生みたいな

保健室の先生になりたい｣と生徒に言われ､すごく感

動したことも記憶にある。知識などはあまりないが、

努力はしていたので、すごくうれしいことであった。

実習中はたくさんの苦労もあったが、生徒の励ま

しや先生方の励ましの言葉で、最後までやり遂げら

れたのではないかと思う。

尚、授業を受けた生徒の大部分は「実演したこと

が楽しく、わかり、身についた」「先生の説明は絵

と写真を合わせてわかりやすかった」「足首の捻挫

の固定法の効果がよくわかった」などの反応が見ら

れる。観察者の菊地も同様の評価を行っているよう

に、短大生でも教材研究と熱意が、授業成立の条件

であるということを証明した授業であった。

④授業の改善点と方法

岩佐実践を自ら反省している点が、今後の授業改

善に活かしていく必要がある。

すなわち

・全体の授業過程の中の一時間の実践であるが、授

業研究においては、全体と部分の有機的関連をと

らえられるような研究が、大学の保健学習指導法

の中で、実践的に学ぶ必要がある。

・授業とは、教師と生徒・生徒同士のコミュニケー

ション過程である、といわれる。実践者自ら反省

しているように、学生同士臨機応変なコミュニケー

ションが行えるような大学の授業風土が見られる

ようにしたい。

・板書構成は、学習の流れが分かり、理解と認識が

分かるように構造化された板書づくりのトレーニ

ングが必要である。

・生徒からの予想外の質問にどう応えるかも授業者

の専門性が問われるところである。養護教諭とし

ての教養と専門性を高める努力が学生自ら自覚し

て学び続ける方法を修得させる必要がある。

（4）教育実習で学んだこと

教育実習終了後、すべての学生に「教育実習報告」

をまとめて提出してもらった。その報告の中の「教育

実習で感じたこと、考えたこと」記述した部分だけを

抽出して解析した。

表11は、教育実習時に学生は教育実習に対してどの

ようなイメージ、認識を持っただろうか、を把握する

ことを意図して作成したものである。

この表11に示された記述内容から、今後大学におけ

る学びたい意欲、未来へ向かう学生の夢とそれの実現

への達成動機が示されているように思われる。

表11で最も注目すべきことは二つある。

その一つは、大学における授業内容と教育実習との

整合性の問題である。大学における机上の解説では、

教育実習において「事実」「実態」とあまりにも違い

があり、大学における授業内容が、もっと実践的、臨

床的、実務的な内容でなければ、教育実習という実践

的活動、実践的指導力を生かした実習が不可能である。

このように学生から厳しい、大学のカリキュラム及び

授業内容への、検討課題を提示されたのである。

しかし、その二つは、教育実習という新鮮で、不安

感のあるものへの、初挑戦ではあったが、短期大学生

という素直さが、学習への動機と実践への実現欲求と

が増幅していき、養護教諭への将来展望、願い、夢を

抱くようになった点である。すなわち、養護教諭とい

う「生命に関わる大切な仕事」「難しい仕事」である

ことを、体験的に充分理解した上で「『養護教諭』に

なりたい」どんなに時間を掛けてでも、進学して何年

掛かっても、「『養護教諭』を目指したい」と願いを持っ

た学生のいたことは、教育実習という体験的、実践的、

教育活動の持つ人間形成の価値が、大きいことを証明

しているものと考える。

5．研究成果と課題

以上の研究成果を要約的にまとめてみたい。

（1）事前指導において力点をおいたところは、2

年次学生の教育実習における実践体験したことを'年

次学生に聞かせたことである。それは、4（2）「田中
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表11教育実習を終えて感じたこと。考えたこと
(31名中）

(注）複数回答による

にも自分なりの教育実習に対する課題意識を持たせる

ことができた。

そこで得られた教育課題の研究成果を発表し合い、

情報交換したのが有効であった。

（3）教育実習に行く切実性は、直前指導において一

層現実味が増し、不安の中にも課題意識、目的意識を

持つようになる。学生の大部分は、実習校に足を運び

｢実習までに何を、どのように学んだらよいか」「授業

をする時は何を（内容・テーマ）どのように（方法）

進めたらよいか」などについて話を伺いながら、教育

実習を自らの問題として主体的に取り組もうとする態

実践から学ぶ」という項に述べたことである。いわば、

田中実践からは、「実践的指導力」を1年の学生はそれ

なりに「授業づくり、教材づくりの大切さ」「しっか

り今から学びたい」という達成動機づけができたこと

である。

（2）4（3）「教育参加」という小学校の保健室の

保健環境や養護教諭の保健室経営、子どもへの対応な

どについて学ぶ機会を設けたことである。「教育参加」

は、短時間であったが、子どもの活動状況をつぶさに

観察しながら「子どもへの関わり方」「教師の指導、

援助のし方」に気づき、教育実習への新たな不安の中
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主な反応例 頻度数

大
学
の
授
業
と
実
習
校

1大学で学んでいることと実際の現場では全く違う

(養護の仕事、報経営、先生方の仕事、ｶｳﾝｾﾘﾝｸ゙ ､ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ

知識不足であった）

2思ったことと違っていた吐事と責任）

3単なるケガ、病気の手当だけでなく、社会に出て自立していけるように指導すること

4自己管理を身につけたりすることが大切なこと

5生徒に対して失礼のないよう自分が身につけ生徒に与えることが大切

８
２
１
１
１

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

6生徒はみんな礼儀正しく素直でよい子

740人クラスにいろいろな生徒がいる

一人一人に適した対応が難しい（ｺﾐｭﾆｹ堂ｼｮﾝ）

8心の問題にも各々問題と背景が異なり、各々にあった対応の仕方が必要そのための個々の子ども理解が大

切

２
４
３

教
育
実
習
で
体
験
し
た
こ
と

9最初は不安、戸惑い、緊張感一最初の1日が長く感じた

10先生方にサポートしていただいた

指導教諭から多くのことを教えていただいた

11貴重な経験をさせてもらった

｢見ること」「やること」みな新しいことばかり

12教生になって教えることの難しさを知った

13保健学習指導をさせてもらい大きな経験であった

(何回も何回も指導案を書き直した。やればやるほど、一生懸命やれば子どもが返ってくる）

14先生方の苦労を改めて知った

15週末にレポートを作成し、先生に見てもらい、間違いを返してもらった。注意を喚起され、私にとってそ

れが一番勉強になった

16子どもと共に活動するとよく話してくれる（給食、掃陶

17身体測定、内科検診などよい体験ができた

18移動看護施設の訪問、中学校訪問など貴重な体験であった

５
５
３
２
３
１
２
３
１
１

自
己
実
現
へ
の
動
機

19大変だったが毎日が充実していた、有意義な実習だった、感謝がわいてきた

”楽しい実習であった（すごく疲れたけれど、緊張したけれど）

2lよい養護教諭になりたい、その気持ちが一層強くなった（勉強していきたい）やりがいのある魅力ある仕

事、進学したい、夢がさらに広がった、進学して実現したい一何年掛かっても先生になろう

22自分を大きく変えてくれた4週間であった（自分の甘さも感じた）

８
８
８
２



度が酸成されていった。

（4）本論で特に強調したことは、学生が実践した4

(4)③の保健学習指導過程の分析である。ここでは、

竹中、山岡、岩佐の実践について、授業記録を解析し

たり、実践者の授業構成、教材づくり、活動の工夫等

について尋ねたりして、授業分析を行った。短期大学

生であっても、授業づくりの基礎・基本は、岩佐実践

の自己評価・反省にもあったように教材研究の徹底を

図り、提示資料の吟味しながら

「教師の感覚でやるのではなく、あくまでも学習者

である中学3年生の気持ちで、どのように授業すれば

よいのか、わかりやすか、取り組みやすいかなどを考

慮した」

という指摘である。

これは、子どもの理解力、或いは土井進氏のいう

｢子どもに寄り添う教師の人間力と教材構成力（教材

開発力)、授業組織力」などを総合した教師の実践的

指導力を存分に生かしたことである。

竹中実践では、自ら自作資料を子どもに見せ、考え

させることによって、教師の役割、働きに共鳴・共感

を子どもに与えたことである。

山岡実践は、学習過程に即して、作成した文字版

(学習カード）を構造的に板書構成したことが学習者

の認識をより確かなものにした実践であった。

以上のように本論を要約的に「実践指導過程」を検

討した。その結果から、次の点から本学の養護教諭養

成事前事後指導プログラムの適切性を検証できたもの

と考える。

1．田中実践を学ぶことを通して1年次学生に教育

実習の重要性、授業づくりの基礎・基本、実習へ

の意識化を図ることができた。

2．「教育参加」は、学校、保健室、子どもの様子

などに関心と理解を深めるのに有効であった。

3．教育実習の直前指導において、「実習への心構

え」「実習での切実な課題、目的意識」をもたせ

ることができた。

以上の点から、本学の教育実習事前事後指導プログ

ラムは、学生に子ども理解力、教材研究力、授業構成

力を形成するのに有意味のあるものと考えられる。

しかし、教育実習を行った学生の反省会では、次の

ような痛烈な要望が提示された。

①教育実習に直接役立つような授業科目を開設する

ようカリキュラムの検討をして欲しい。

②大学の授業は、机上の話が多く、実践的指導力が

身につくような授業を具体的にして欲しい。

このような学生の要望、要求は、本学の養護教諭養

成カリキュラムとしての妥当性・適切性を検討する必

要に迫られたことでもある。これは、養護教諭の専門

性を高める上で避けて通れない課題であると考える。

この学生の要望・要求に応えるには、我々教師の研

究と教育の融合した実証的研究が不可欠であると考え

る。今後、我々は、研究をさらに深化・発展させる必

要があることを痛感するものである。

本研究では、教育実習で実践した事例を解析し、実

践指導プログラムの有効性、適切性を検討した。この

際、田中、竹中、山岡、岩佐の四人の学生の保健学習

指導の実践が大いに役立ったことを明記し、謝意を表

したい。

尚、本研究は、増測久子、池ノ.卜直降、鳥居英男、

品川弘子の四教授の協力をいただいた。

(注）

（1）小林例子保健指導と養護教諭の成長について

の一考案千葉大学教育学部研究紀要第47巻1

教育科学論P.159～168

（2）小林例子保健指導の実践と「中堅」の養護

教諭の成長千葉大学教育学部紀要第48巻l

教育科学論P.193～201

（3）柴田義松、杉山明男、水越敏行、吉本均編教

育実践の研究図書文化1990P.12

（4）高久清吉教育実践学一教師の力量形成の道

教育出版1999P.3

（5）土井進「『信大YOU遊広場』の精神と実践的

指導力の養成」『第一期「信大YOU遊広場」の実

践臨床の知を求めて」信州大学教育学部

2002年P.210

（6）宍戸洲美編養謹教諭の役割と教育実践学事

出版2000P.14

（7）平成16年度の授業科目「健康教育」を開設する

ことになった。この科目は、主として保健学習指

導法として、教材づくり（教材開発力)、授業づ

くり（授業構成力)、授業の進め方など実践的指

導力形成に資するものとする。

（8）筑波大学附属小学校で教育実習(2002.)

（9）主に参考文献として使用した本は、次の1）～

5）である。

1)皆川興栄・川畑徹朗喫煙防止教育のすすめ

ぎようせい1998.6

2）中道武「これならできる1成功率99.9％

の愉しい禁煙の本」主婦と生活社2001.4

3）土木信引21世紀型授業づくりタバコに手

－131－



を出さない子を育てる小学校の喫煙教育明治

図書3001.7

4）宮崎恭一たばこで他殺、たばこで自殺女

子栄養大学出版部2000.12

5）青木喬健康・スポーツの生理学建白社

2001.1

(10)菊地紀子、佐島群巳養護教諭養成における実

践的指導力形成に関する研究一「実践事例」「視

聴覚教材」の活用を中心に教材学研究14巻

2003.3P.217～222

(11）資料4の出典川畑徹明NICEⅡ地域と

連携した小学校高等学校から喫煙防止プログラム

大修館書店1995.3付録指導用資料2．3参照

(12）資料5の出典宇土正彦、高石昌弘ほか13名

新高等保健体育1996.4P.87

(13）資料6の出典宮崎恭一たばこで他殺、たば

こで自殺女子栄養大学出版部2000.12P.73

(14）資料7資料6前掲書付録参考資料P.5

(15）小学校の教育参加は、1年次の2002年9月2日

から9月9日まで、グループに分かれて、1グルー

プ午前中3時間のみ教育参加を行う。教育参加の

学校は、渋谷区立の中幡小学校、東本町小学校、

笹塚小学校、常磐松小学校、富谷小学校の5校で

あった。

(16）幼稚園の教育参加は、1年次の2002年9月10日

～9月20日にわたって、少人数による参観を行っ

た。実施した幼稚園は、本学に隣接している帝京

第一幼稚園であった。

(17）（4）の本項目は、「養護教諭養成における実践

的指導力形成に関する研究（その4)」の副題で

ある。このことについては、日本教材学会研究大

会(2003.11.8)において報告したものである。

(18）4年生大学の教員養成課程においては、3年次

に附属学校における予備的な教育実習が3週間実

施される。さらに4年次においては、公立学校に

おいて3週間、本格的な実習を行っている。

(19）宍戸洲美氏は、渋谷区立中幡小学校に勤務する

養謹教諭である。

(20)竹中実践は、松戸市立殿平賀小学校で行われた。

竹中実践を佐島が参観記録し、それに基づいた考

察を行った。

(21）山岡実践は、川越市立山内小学校で行った。尚、

山岡実践は、実践授業についてのレポート及び本

人から授業過程の記録が提出されたので、それら

をもとに考察したものである。

(22）岩佐実践は、駒沢学園女子中学校で行ったもの

－132－

である。岩佐実践は、菊地が直接授業参観し、菊

地の授業記録をもとに考察したものである。


